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3)ヒ ト パルボウイルスによ る造血障害
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Inhibition of Hematopoiesis by Human Parvovirus
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Aplastic phase serum from a patient with aplastic crisis of hereditary spherocytosis,

which was demonstrated to contain human parvovirus, inhibited in vitro erythroid

colony formation almost completely and granulocyte-macrophage colony growth mildly.

The suppressive effect of the serum was absolutely abrogated by adding convalescent

phase serum from aplastic crisis, some normal sera, and human immunoglobulin

products. Myeloid cell line KU 812, which is established from a patient with chronic

myelogenous leukemia and possesses the ability of erythroid differentiation, was sup-

pressed to form colonies by human parvovirus. These findings suggest that human

parvovirus causing aplastic crisis of hemolytic anemia could be prevented or treated

with human immunoglobulin products and that KU―812 might have the receptor for

human parvovirus and could be a unique cell line in which parvoviruses replicate.
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KU-812
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は じ め に

従 来 ,造 血 障 害 を 来 す ウ ィ ル ス と し て は ,肝 炎 ウ ィ ル

ス (主 に non-A,non-B),EBウ ィ ル ス ,麻 疹 ウ ィ ル

ス ,風 疹 ウ ィ ル ス ,デ ン グ 熱 ウ ィ ル ス ,イ ン フ ル エ ン ザ

ウ ィ ル ス ,ヘ ル ペ ス ウ fル ス 等 が 知 ら れ て い た が ,最 近

ヒ ト パ ル ボ ウ ィ ル ス が ウ ィ ル ス に よ る 造 血 障 害 の モ デ ル

と し て 注 目 さ れ て い る .

1975年 ,イ ギ リ ス の Cossartら は ,健 康 供 血 者 の 血

清 中 に ウ ィ ル ス 様 粒 子 を 見 い 出 し ,こ れ を parvovirus-

ljkeantigenと 呼 び ,そ の 1つ を B19と 名 ず け て 標 準

抗 原 粒 子 と し た I≒こ れ は 現 在 humanparvovjrusB19

と 命 名 さ れ ,ウ ィ ル ス そ の も の で あ る こ と が 確 認 さ れ て

い る .

HUMANPARVOVIRUSB19の 性 状 と 関 連 疾 患

humanparvovirusB19は 球 状 で ,envelopeを 欠

き ,5.4kbの 線 状 1本 鎖 DNAウ ィ ル ス で あ る .増 殖

に ヘ ル パ ーウ ィ ル ス を 必 要 と し な い autonomousvirus

で ,直 径 20~25nmと ヒ ト の 病 気 を 起 こ す 最 小 の DNA

ウ ィ ル ス で あ る .

humanparvovirusが 原 因 と 考 え ら れ る 疾 患 は ,sickjle

cenanemia2Ji,hereditaryspherocytosis3气 pyruvate
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各科領域におけるウイルス病学の進歩

kil･1こISPdLイiLliH1 °I･･t.th乙-11こISSeI一liLlintPrmedia 5∴ I.lulo l

immunehemolyticanemia 6) 等の通常造血が盛んな

状態にある慢性の溶血性貧血を基礎に持つ太をこ起 こる

aplこIStiL,Crisis(,'ll山こ､最且 急性 】Iン′､性白血病r:＼､

腹倉免疫不全症8)に合併する持続性貧血の原因ともな

りうることが報告されている.また基亜疾患が無い場合

で屯,後述する伝染性紅斑榛疾患に続発 し,轟ウイルス

が原因と考えられた重症再生不良性貧血例が報告されて

いる9). そのほか血小板減少性紫斑病の一部に human

paTVOVirus別9 に起因するものも存在するとされてい

るIO),その他,伝染性紅斑の起因ウイルスと同定 され

ており1且),多発性関節 炎 邑2) ,vascular DuTpura且3),妊

婦の感聾による胎児水腫,流産 14) 等との関連性が示さ

れている.

PAlモVOl'TItu 5による造血抑制を来Lた自験例

[症例 1] 1(げ .里上 遺伝性球状木ifll球症.

現病歴 :ユ981 年 6 月 2 日39.7 ℃の発熱. 6 月 8 日倦

怠感,傾眠傾向出現のため新潟市民病院に入院.

現 症 :顔面斎由,鮮度 (肋骨弓下 4cm),

検査成績 :赤血球数 1.52 T<lOIIl1.球状木血球 け )I

Hb4.弛 d l.網赤血球 0.lo o.t'=(71球数 8.3xl Otl 1,

血小板数 35 机 09/1.

入院後経過 :貧血と血小板減少症は,発熱後 9臼田よ

り急速に回復. 入院12 日目をこ,掻経感を伴 う弦状丘疹が

全身に出現 したが,3 日で消失.

[症例 2] 34 才,女性,症例 1の息

既往歴 :小児期よりの寮血と黄痘 (放置).

現病歴 :1981 年 6月11日症例1の看病をしていて,38.6

℃の発熱.頭痛,関節痛あり. 6月14 日倦怠感予めまい

増執 し,新潟市民病院く･二人院.

現 症 :憤眠傾向,脱酸結膜貧血著明,限球結膜軽度

検査成績 :赤血球数 護.13 :現0ま望月,球状赤血球 (+),

I･1t_〕3.8g.■(ll ,網赤血球 1.29 0､白血球数 5.0 ＼10 9 1.

血小板数 149 ×109/1 ,浸透圧脆弱性試験 (+),自己溶

血試験 (+)

入院後経過 :遺伝性球状赤血球症の aplastic crisis

と診断されたが,網赤血球は発熱後iO日日より急速に回

が出現 したが,7l _1て消失.

[症例 3] 9才,遺伝性球状赤血球症.

現病歴 :1982 年 3 月 2 日38.9 ℃の発熱があり, 3日

間持続_赤血球数 1.56× 1012 ::1,lib5.8g.:d l,冒血球

数 8.2 x lOtl l, 3 月8 ト欄干潟~iTHモ病院に入院.
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規 症 :顔面首FLl.牌腫 し肋骨,~~~i下 lL11日

入院後経過 :貧血は,自然に回復,

現病歴 :1981 年12 月30 日38.5 ℃の発熱.1982 年 1月

7 fl高度LT)勘tlLハたよ71新潟入学第 -内f車二人院.

検査戊績 :赤血球数 1.3･･:lXI OLC1.球状赤血球 上目,

網赤血球 9.:10 0.日血球数 36.7＼100 I,血小板数 72.6

×109/ i,

入院後経過 :入院後貧血は速やかに改善 し,白血球,

血′ト板増 車もIT.常化した.

[ウィルス学的検索] 症例1)上症例二日:T)血清(.TJ~,いて＼

(TOullt(HTurrL,ntimmun()ill(､ctrotlhoresis((:､lIT J),

radioimmumoassaay(RIA ),及び電子轟教練で humam

parvovirusB19 抗原と抗体の検索を行った.症例2 に

おいては,発熱後 3, 4 , 5 巨=∃の血清中にパルボウす

ルス抗原が認められたが,同時に数量の 三gM, ⅠgG 抗

体も認められた.-方,症例3 の発熱後 9,13 E書目の血

清中には,RⅠA で 王gM 抗体が,それぞれ 31,0units ,

37.0.uni ts,I gG抗体がそれぞれ 10.5uni ts,28.0units

と経時的な増加を示 したが,パルポウィルス抗原は検出

できなかった.

パルボウィルスの造血抑制に関する in l･itT Oの検

討

[目的] 1)htlmanPan,OVirusB19 の存在が確認さ

れた血清は,jnv如 Oで赤芽球及び,畢粒球造血を抑

制するか ?

2)その抑制作用は,56℃,30 分の熱勉理に安定か?

3) その抑制作用は,aplasticcrisis 患者の回復期血

清により率和されるか ?

射 中和能を有する正常人血清はどれ くらいあるか?

5)免疫 グロブリン製剤には,中和能があるか?

6)赤芽球系に分化健を着する細胞株の車で,パルボ

ウィルスに感受性のあるものはあるか?

以上の点を明らかにするために,以下の実験を行った.

[方法] 正常入骨髄単核球 5×106/ ml をこhumam

parvovirusB19 が証明された症例の 2 の血清を等量加

良,4 ℃で 4 時間放置 した後,0.8% メチルセルロ-ス

法で赤芽球系前駆細胞の培養を,0. 30｡′軟寒天法で和粒

球系前駆細胞の培養を行ったゥ

[結果] 被験血清は,I.000 倍までCT)希釈で,骨髄単

接球浮遊液と等盈加えた場合,CFUIE 由来 コ田ニ-の

形成を完全に抑制 した.10 ,000 倍と l() ().(XX)f普希釈では,

正常血清を同様をこ加えて形成 された CFU-E 由来 コロ
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戒が抑制された15㌧

樵験血清は,liFLトEに対しても強い抑制作用が認め

LT-かたが,抑制の程度は CFLトllI より軽度であ1-._,た15､.

すなわち 1,tX)0 倍以下̀の希釈l加古を加えた場合でもil-:_'rii;

ロニ-の形成が認められた,

CFLト(｢由来二… エバ よ.1()倍希釈鮭験血清で,39.8

q･6抑制さわたが,赤芽二球糸前駆細胞に比トそしり程度は秘

めて軽度であった料.

1,000倍希釈 LJJ_被験血清を, 56Lt＼ 30分間勲処理 し

た後での抑制能に-〕いてLJ)検討では,処理;:=より抑制活

性は弱まるもt'-T)L J').処理後においてもCFLトITJ.liFLト

Il:由来:=1ロニ-1 ;L それぞi･179_2.00,51.:-_)Ooが抑制さ

オlた15㌦

症例L,1の発熱かll､)1ニ~ir=1瑚司複糊血清をJ~I弟､て中和実

験を行-･,た.1,000 倍希釈した症例2LJ:)急性期ffll清に認

'tT)1､'わた CFLトl･:.おl_Lび lミFLトl二に対する抑制活性

は 症例 Ll(:r)ll31複軌Itll清に._‡二i/)完全に中和されたlI:'＼

CFL3-巨 500

コ諾讐 数 400
(け■L‡･常 ､凱て1し1･
骨髄畢棒球)

PFLト巨二~ 1-lllAl
由来
コ㌫二!It, てlLI
v105正常 相0
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tn_:.｣1
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図 1 hl川1壬In Tm rVOVil･us B19 (･11赤 恥 打出Tu
抑制に 対 す る グ ロ ブ リ ン製 剤 の 中 和 能

hlH-ll.T･111PflI,voviru.i li19 合 f細 1清に l/lO 量し'､

人免疫 ケ㍉}プリン製剤(5Ol･1唱/mいを加一UCl柑 吊
室ilt..71で反応させ.rnt清.上等青書t,Lr15＼106/1111に.JEtJ幣し

た正常入骨髄単核細胞浮遊液を加えて塊¢C亨凄時間

放置した後,赤芽球系前駆寒弼胞の培養を行った.免

疫グロブリン製剤の代わりに培養液を加えたコント

u…ル掟よる抑制に対するダC3プ リン製剤を加えた

ことによるその解除をグロブリン製剤の中和能とし

て評価した.

A: 7P/i-:tL'L化人免疫 '/tJITl)ン (Polyglobin)
B :乾燥ポリエチレンダ蓄Jコ-ル処理丸免疫ダロブ

r)ン し1-tenoglobulin-I)

lE常人血清を用し､た中和実験では,9人t-T)正常血清(')

-H>_'3検体において,症例2(-'')急性期1~lTl清による CFLト

Ei/T)抑制に対すか巨和能が認め己､-'わた.ⅠiFt十IlI_に対す

る抑制活性に対しても,少なくとも3人の→正常戯酒にお

いて中和能が認められたほう.

イ1Iン製剤(')中和能に関-ニトる同様な検討では,~'' ′L:tpニー,し

化人免疫 ･ゾロブ11ン､l二乾燥ポり.Ir-:f-Lンrfりニト-IL 処理

i･･ニ粧せる抑制LJr7)解除が認めl-､'わた (図 11.

木耳球糸に分化し得る株細胞である HLl;.L.1く5(ミニ!,チ

/hに Ktト削21か17.LL')ニIH::-.1形成i二村する hm11Lln

pi.11･V川,irus王.ilgLT)影響を検討した所.Ktト812にお い

てのみ,且0%のウザルス含有血清を添加した場合をこおい
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図 2 赤I+打揖 ‡に/J)化し得,Lt,J＼根tf服 (LIE1.,
1く562.1tU18121に叶十･て::-hulllan
p壬lt･＼,Ol･i m sB19(｢針轡

･ ･ - ･ ･

で itl､･itt･O(､ olon.yassa.vjミ;:こ加:ti巨 1抑制L;11程
度を検討した♯5×-104個の株細腰を ま5% FBSを
加えた0.3% 軟寒天培養を行うことをこより号HEL で
は 1684± 68(111ean±SD1,1く562で言 1('36±2LLl.
7くしト812では 13Llil±12O個し'1コ=ニ--rI卜成畑認(＼≠1

られた.



各科領域をこおけるウイルス痛撃の遊歩

てのみ,50% のコロニ-形成に対する抑制作周が認めら

れた (図 2).

HUMAN PARVOVtRUSI主19 の造血障害につ

いての考察

自験例および正常入ボランティア-のウイルス感染実

験LT)報告は∴い).IlL1m 11n P∬ ･ヽ0＼,il･uSlう19 感染後(J雄阜

過を以下をこ考察する.抗体を持たない人をこhuman

I)こLrVOVirL1SB1 9が感染寸石上 感染後 6 -13日‖位ハ

短期間に,ウイルス血症が認められ,同時鰍 こ咽頭をこウイ

ルスが証明される.しかし,尿や健には証明きれないこ

とより,気道感染が強く疑われる,血中からウイルスが

消衆すると同時に,Ⅰが鴎 次いで IgG 抗体が増加する.

ウィルス血症出現後,網赤血球が7-1 0日間消失する.

これにより正常人では,ヱ～2g畑 の-モグロピソの減

少を認めるのみであるが,慢性溶血性療血を基礎疾患と

して有する患者においては,目敏例のごとく極めて高度

の貧血を塁する.またウイルス鹿症と時を同じくして発

熱を来し その後7-10日位して斑状丘疹,関節痛等の

症状が出現する磯合がある.

また赤芽球糸の過形成を示す溶血性貧血艶者の骨髄細

胞を humanpaTVOVirusB 19を含む血清とともをこエリ

スロボェチ,/を加えて培養すると,赤芽球が減少すると

共 に,ウィルスが感染したと思われる特教的な巨大前赤

芽球が出現する (図 3). 一見 今回の検討で,human

par voviTuSB1 9は,BFU-E に比し,CFU-E をより

強く抑制することが明らかとなり†humam陶ⅣOVimlS

B1 9の標的細胞は,CFU-Eから前赤芽球にかけての成

@

図 3 htlmanParV()Vil･ llSB19 が感染
したと考えられる巨太前赤芽球

赤芽球過形成のある遺伝性球状赤血球症患者の骨
髄細泡に human parvovirus I-i19 Lqt-]'EfTl清と

erythropoiptinlLl/Illl をJJlJ,え.7 日間滅困-ltl潤 し
た後に認められた巨大前赤芽球.
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熟段階の細胞と考えられた.又,臨床例及び in扇tro

での検討n結果.humこlnPal･＼･rO＼rirus lミ19は,赤芽球

系のみならず,顧栓球泉.血小板系に対しても抑制摩周

を着するものと思われたが,その程度には,強い個人差

が存在した.

また今回Lflill＼･･ilroの検討より.hLlrnこIIIPall･,OVirus

B1 9に対する緊急時の予防と治療において入免疫グロ

プリソ製剤がある程度の有効性が期待できるものと思わ

れた.

現在三LM177-,humanpこIr＼･川 -inlSti川 (/.)増殖糸に一一し､

ては,赤芽球系過形成を示す入骨髄細胞との培養のみが

有効であるとされているが玉9㌔ 奪回の検討で,KU-812

が humaLnparVOVirus B19をこよる抑制を受けたことよ

り,この細胞株がウィルスの新たな増殖系となり得る可

能性が示唆された,

お わ リ に

白駿例は,溶血性貧血に合併した humanparvovims

B1 9感染により一過性の造血障害を来 した症例である

那,今後は,さまざまな原因による免疫不全状腰での

humanparvovirusB1 9の持続感染をこよる長期をこわた

る骨髄不全が大きな問題になってくるものと思われる,

又最近,第Ⅷ因子製剤,第Ⅸ因子製剤等の凝固因子製剤

に hurllこIn I);lI -＼･()＼･ ir u sBl 9が混在し そLrl輸il:.により

感染が成立すること,また加熱処理が有効であること等

20)が指摘されており,血友病患者をこ合併する AIDSの

免疫不全状態での human parvovirusBま9の持続感染

による造血障害にも十分注意する必要があるものと思わ

れる.

参 考 文 献

llt lo.qsart.Y.E ‥ FiLlld .A. ll..(la nt.I主.and

Widdt川 ･S.r).: i-)Iln …･irus-1i k(､pこ~lrti t:lLISillhumこIn

ぐゝT･こ1,lJllnLlビt.I:72- 73,1975.

l空llI-aIIi.qln.J.I そ..Jon es.S. fl:‥ Htdg. qlln‥ 7.. r)aviL<.

L,l t‥ Whit P..∫..T I..St roud,ill.E.an (JMurtal.a.

L一: I)こIt･＼･ ｡ヽ･irusit llL-｡ti川1Silndhy Pい両 lトli(､(･l･i.tis

insi｡kIL1し.し､lli_1日L･Tlli;l.1.,I,1nL. et.I: ()(;･卜 (;(ミ5.1(J81.

こいKt州Pht.r,.I.F..l.uhan.hT.L.( i..Mor timPr,p.p.

and Kamimu m.T.: トⅠし1111と1nS t､rum .'いIlr･ヽ･州･irus":
l●

as pec漬eC auseofap且asticcrisisime hi摘Fen頑痛

hL,IでditこIrl.Sl)h亡ゝⅠ･()LlytOSis ..I.PL､(iiこlt r.,1tJ2:

720-T'L)2.19Lq二1.

･l')Dal'iL <.L.lt.: At)lこISli cL･risぐSin hi1(H1101)Tti(･
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こL11ilenliこlヽ:′1'ht lr(llpOr;lい;IT･＼･い＼･irus-likeagH 1t.

51Ra n,K.I壬.P.1Pate I.A.lt..And ttrL<On.M.J ‥

HodがtIn,.I.,Jones,S.t1.andPat tilqOn.∫.R.:

ln ILLILli日日 11 ,illlP;I n･川･inl トーlik t､＼.iru ゝこIn (iaplこIStiL:

rrisi.TiillLlhn)‖iL･ hHllO 恒 iLlilnt,m ill,八Tln,lntL､川.

Med.,i)Ll:():i(卜 932, 19Lq3.

か Bertrand,Y ‥ LtLfrer e,J‥I..LtLVt,rLrttr.(l'..

(lou rt)uct,.A. M‥ FPO.t l‥ tla rk,.W..Srhai斗In .

(lT. andSouli er.I .P.: Aul' 1immul1LIhこ1日11 日恒 ic

.ln;lL1miこIr e＼.(,lllt?A hyhuTlliIn I).I.lr＼･(汀 iruh lill k(-A

ぐrylhrot)lこI StOt)Llniこ1.I.t･lnCt､t.II : 二iLiこ.≡--:ミバ▲1, 19桁.

71l･anllo rn.D.K...Wortimt,r.p.p..Youn Lr,N.

andHanLq)n.(;.tそ.: トIumt ,1nI);Ilヽ, 0＼･汗us-; lShtK･iiltt､(.i

7-L､〔1cellapL,lSi.rlin thtIi-1hsL.HL.L､()rt川( .i(､I･tyinLT

ht.‖1(巾･tiLII,1m…1i 之1､^m.).I)ぐdiこItr. I-1し､nlこIt(lL.

()IlL ･01..ti: 235 -2ニiL:7､ 19H(i.

釦 Ku rt7..man,(I,.J.. 0aaWa .K ‥ tlohen.B.. Ham,1 Hl.

(;.. tI紺a Lq,R.andVoting.hT.S.: cllrOniL･ ll川1(､

m;lnl0W fこIilL11･edul一 tO ll ぐrSistH1 tf319ll (,ll-＼･0＼,il-uド

in rL､し･tion‥ .317:1)87 - 2)(L)･1.1f)87 .

911la mon.M.I)..NewLand,A.(~1.andAnderson ,

斗t.∫.: St,vL,reaplこlStic ;~lnllL,mi;ii-1ft(汁 Pan･(1ヽp けuト

inf'LIL,ti川tinthe (,lbseIIC(チ() f un (i(1rlyiIIghこlP11~1り恒iLl

am l(Jmiil. ).LT liTl.I)(,ltl10 I‥ 41:117･l卜 11)･･16.1湘8.

10し1Le frer P.J ..I., (1Iurou rt!,A .M.andI(apLan,(㌔:

Par＼･い＼･iT･u HE1日didiL)Pathi(･i_hromllOC〉･･tOPeniLr

l一Url lum､LH‖CP.I:279 ,1!)料.

ll-lAnde rwn,M.J ‥ Ltm fis.E..Kidd .I.ll..Ha )1.

S.M.and (ltIhen,Il.: A一 l(1ut hrHlk()lHTth t,mil

infectiosum ;lSSOL･itrltL,し1with hL 川1こIn I)こII･＼.OV 汁us

infeetion. J. HytI‥ 93:85--93 ,19別.

(lt)ht. ∩.B.J..B]ak tゝ,D. R.andIねoけn,P.A.:

Iium;1n parV()＼･･irus(･lrttlrOP.･lthy ,L;lnLtPl.I:

419~-421,1985.

131Lefrere.J.J. ,Couro uce､A.M ‥ Mutler.J.Y ‥

Clark,M.andSou]ier,J.ド.: HLImanParVOVirus

andputt)ur こI.IJaTICet.tI:73 (1.1985.

1L,llRodi s,J.F ‥ Hol-i rk,Jr,T.∫..(luinn.I).L‥

Rosengren.S.S.andTatter sall,P.: Human

par＼･o＼,,irusinfection in pregnancy.Obstet.

GylleC t)l‥ 72:733-738,1988 .

151TakahaL<hi .M..Koike,T ‥ Moriyama,Y. ,

shibata.A.. Koike.Y " Sanada,M.and

TL<ukada.T.: 111hibiti(1nOfi,ryt_hrop(1iesis恒7

humanp(,lI･＼･t)＼ri nJSで‖nt(linings(nlnlrrOTll;一PLltiLlnl

withhtTIで〔1it.･lr y 刈)her(1eytt)SisillこIt_)lこ1StiLICrisis.

Seand.J.rlitL H11こ山)1‥ 37:118-12･1.19Lq(i.

T'hi lildplr)hiこILlhr(mlOS(H･11(.ChこIraCteri′tl(1;lShrIS叩llil

t)rLIL･urSOrS ,1_(,uk .RL､S..さ):381-390.1985･

l'll.TVakaT.aWa ,M.,Mitjavila ,M.T ‥ DLlt)i li.N ‥

(｢a.qadpl･a ll.N..1･tayttLJ X.P..r t(luyer lllt･LQjard .

p‥ IluL)a rt.A..ltome tl,P.H..Be uT.ar °.Y ..

Tti.<hi.K .,BrtTton イIT桝)rius..T.andV aineh Pnktlr .

W: KU821:A pl Llrit)(- tLl=thumL,lnCtlllliTILIWill-

7:i:200:1-2小1 :ち.19Li9.

lti)Ande rMm.M.J H lIiLrLrin Lq,l'.( i..Da l'is.l一.lt.

Wi)l iam六‥T.S..Jon ttL<,S.I;i..Kidd .I.M‥

I'atti料lnJ .It.andTy rlYH.I).A...].: l l二＼l-erilll( nltlll

1.11日-V｡Viruゝ imf(､し･ti(Hl illhumこInS.J.Inlt､ct･Ditq ‥

152:1)57-1 )tl).･rう, 10(Yl.

川10ZaWa.K ‥ K urt.<man.(;.and YtTun hr,N.:

Rt,r)t ic Tlt i川10flhL!t与=)pこInrO＼･iru ヽ inhuH 1こHlI)I,I-L､

TllこIr.r(1W L･ぐ 目し･ultLll･L､S.SLli i_,目し､(､,2.3:I:SLiニ ト 886 .

1986.

i)(い Barto] tlmtさillor .qi,0..AT. Zi.A..ltorfini .Ⅵ..

Fan ci､Ii.andIllerrini .It.: HMllL,lnPi 1rV()＼･irus

inr t-Llti川1in hi-1…1( ll)hiliこILIsfirstillrtlH 仁一(i with

ll･Hlte(1clottinL,ril(･tm-し･し川い､ntrとItt､S..T. ＼･1t､(1.

Vit･ol‥ 25:1(i.r:)～170.1988.

司会 有難うございました.病原性ヒト･,こ′=こr17･(

ル鼠につきましては以前から存在が予想されながらなか

なか実体が分かりませんでした.先程のお話の様に当初,

輸血周の鹿渡の率をこ特定の抗原活性を与えるウイルス様

粒子として発見されました (1975 年)那,後程それがり

んご楓 伝染性紅露の起因原である事が血清学的に証明

されました 指弾3年).別にジャマイカで,溶血性貧血

の患者を多く政一-､ている病院で こIplilSticcrisis が出ま

して,血液を調べたところ,同じパルボウイルスの存在

が明かとたり (､198 OJrf･1月.造血組織を授熊する可能性が

示唆されました.実は,動物ではパルボウイルスが造血

艶織,胎児組織を侵すことは随分前から知られていたの

です.それがこうやってと卜でも類似の病気を起こすと

いう事がは-･,きりしてきたわけです,第-･内科の先生方



各科領域におけるや車 レス病学の渡渉

cJ)ニ発表は造血系細胞の Colonl,formation sIrstem を

使われて, ヒト･パルボウイルスが eolomy 抑制を起

こすこと,つまりその場でのウイルス増殖の可能性を示

されたわれです.あるジャーナルでそのご報告を浄風致
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しまLて,今回特にご講演をお願いしたというわけです.

後でご質問を受けさせていただきます･では第四鰭に移

らせていただきます.B型肝炎ウイルスの複製機構,節

三内科,小方先生お願い致します･

4) B 型肝炎ウイルスの複製 ･増 殖機構

新潟大学医学部第三内科学敦賀 (主任 :朝倉 均教授)

小 方 則 夫

NorioOGATA

T/.gird DepartmL,titOf lnl( ,rll p(Zl｣･lIpdtlci Tlt,,

Niigt uaU柁iuers軸 SehoolofMedici柁e

(Direc£or:Pro f.H如 SみiASAKURA)

transcription froln PrL-gellOmLIIiNA of3.6kt)in lp‖gt･h. Toobtain furt､Ilerinsights

into the replication mechとInislll()f IIBV gtlnOIn (,,W(ゝexaminedlivertissuesp(-cilnetlS

ot)tilinpd fr(川1PatjentHof'川iV cとIrrit､rforthe-.mole(･ularstructures()fthe viri_llDNA

usingSouthprH blot hybridiZ･;･1tiontechnique. I一一theactivereplicat-ion phaseorthe-1

virusgenOme,tlXtrとIehrolll()S川nIllvirこ~tlI)N:lsillthe formsofrel(,lXe(1eircl p.pl-1rtially

(loublp strand llnd single strとInd.WereobstlrVPd. lncont･rast,theinaetivprelllieation

ph(,IS戸(.:-fthL､virusgen(川1PWilSCharacterize(Iby thepxistpn(･p ofsul)ere()ill,〔iCircular

f()rm andrplflXe(1cireul主lrforlll. Asfortheint PgrとItt､d forTnSOi'IIBV I)NA into (1eト

lular I)NA.hen (i-tL(トtailhIndemly rept-ゝ王ltPd forlll Was dpte(､ted in b(.)t･h active Elnd

in之lCtivprelicat.ionphEISPSinsolllePL-1tient.S.

Results described were diseusspd from LI Vie＼＼FPOit of possiblestructuresofthe

"provirと.ll"川うV I)NA r()rth(1Pro(luetionofthePrPgen()rlleRNA.

lく(ly､､r()r(i.i:hpp壬ttitisrivirustHRVIcarrier.111汀 gpTIOHIPrePlieLltion.(､xtrこIehromoI

solllこIL土日う＼､'DNA.integr;:1tedI.IBV 1)N八

B 型肝炎ウイルスキャ蔓ノア,

DNA ,組込型 HB ウイルス

民eprlntSrequeststo:NorioOGATA ,

'1､IlirrlⅠ_)epL,trt､mentOrtnt.(-rnalMp(licine ,

Ni短ataUniversitySchoolofMedまeime ,

Asashimachi--i)ori l,NiigこItと1(lily ,951 .

JAPAN.

HB ウイルス遺伝子増殖,染色体外性 HB ウイルス

1)NA

別刷請求先:〒951 新潟市旭町適 1番町

新潟大学医学部第三内科学教室

小方 則 夫




